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今回の『多元文化』第 16 号への投稿は 15 篇、そのうち審査を通過した 12 篇

の論文を掲載しています。今回も多くの先生に審査を快く引き受けて頂き、投

稿論文に有意義なコメントを寄せて頂きました。心よりお礼申し上げます。 

 これまで、『多元文化』の投稿者は在学する院生が中心となっていましたが、

近年修了生からの投稿も着実に増えています。通信技術の発達によって、遠距

離でも投稿者と編集者とのやり取りが可能です。今後、日本国内外で活躍され

ている修了生の投稿がさらに増えることを心から願い、より効率的に対応して

いく査読・編集体制も今後形成していかなければならないと考えています。 

 

 

                             伊藤 信博 

 

（ウ）口頭発表した場合には、その旨の注記を表紙に記載すること。なお謝辞等は審

査終了後の印刷用原稿に記すこと。 
(4)原稿の末尾  

「文字数」と「フォント名」を明記すること。 
 
７. 提出先： 
伊藤信博助教（伊藤助教のメールボックスに入れるか郵送すること。メールでの提出は受

け付けない）。 
 
８. 締切： 

2015 年 9 月５日（土）17 時。 
伊藤助教のメールボックス必着。郵送の場合は同日の消印有効。 
 
９. 注意事項 
(1) CD もしくは USB にはラベルを貼り、名前と論文のタイトルを明記すること。 
(2) ファイルは必ず MSWord で作成すること。 
(3) 和文論文では、コンマ（ , ）ではなく、読点（ 、）を使用すること。また、和文論文

中の数字と英字はすべて半角を用いること。 
(4) 論文中で中国語を使用する場合、文字コードは国家規格または国際規格に則したものを

使用し、特定のアプリケーションに依存する独自コードを使用しないこと。 
例えば、「GB 中国明朝」や「OM 中国 GB 明朝」等のフォントは、それぞれ、Chinese Writer、
cWnn（「楽々中国語」に含まれる入力ソフト）という特定のアプリケーションの独自コー

ドに対応したフォントなので使用しないこと。「SimSun」「GBMincho」「MingLiu」「Arial 
Unicode MS」等は使用できる。 
(5) 論文が採用された場合、論文の版下作成は原則として執筆者が行う。 
(6) 版下作成の際、内容の修正は認められない。 
(7) 採用された論文は、印刷版とは別にオンライン化する。 
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